
　

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ま
で
市
内
17
か
所
で
実
施

し
た
行
政
区
別
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
各
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
直
接
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

　

健
康
日
本
一
のま

ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
講
座
や
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

　

災
害
に
強
い
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
は
、
西
日
本
豪
雨
や
数
回

に
わ
た
る
台
風
が
発
生
し
、
改
め

て
、
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
は
じ
め
と

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福

祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
を
背

景
に
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
る
中
、
本
市

　

上
記
の
政
策
に
加
え
、
農
林
業

の
振
興
、
環
境
政
策
の
推
進
、
文

化
・
芸
術
の
振
興
、
商
工
観
光
の

推
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
し
た
。
世
代
別
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
小
中
学
生
、
若

者
、
女
性
、
高
齢
者
の
各
世
代
が

抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
一
人
で

も
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声
を
市

政
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
の
改
定
と
第
２
期
東

温
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
大
切
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年

問
題
も
提
起
さ
れ
る
中
、
本
市
の

質
の
高
い
医
療
資
源
は
県
下
で
も

類
を
見
ま
せ
ん
。
愛
媛
大
学
医
学

部
や
、
愛
媛
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東

温
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
な
ど

の
各
機
関
と
連
携
を
図
り
、
健
康

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
・
福
祉
・
教
育
の

拠
点
と
な
る
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
本

格
的
な
本
体
工
事
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

す
る
日
頃
か
ら
の
訓
練
や
、
防
災

に
つ
い
て
の
啓
発
、
備
蓄
品
の
準

備
な
ど
、
防
災
・
減
災
体
制
の
重

要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
備
え
、
市
内
避
難
所
の
防
災

資
器
材
の
整
備
を
計
画
的
に
行
う

ほ
か
、
災
害
発
生
後
の
調
査
結
果

の
デ
ー
タ
化
や
、
り
災
証
明
書
の

発
行
管
理
を
迅
速
に
行
え
る
よ

う
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

災
害
時
に
孤
立
す
る
可
能
性
が

高
い
地
域
の
小
学
校
運
動
場
に
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
全
な
離
着
陸
に

必
要
な
散
水
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

の
社
会
保
障
給
付
費
は
依
然
と
し

て
増
大
し
て
お
り
、
引
き
続
き
厳

し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
、
社

会
保
障
制
度
へ
の
期
待
と
不
安
が

交
錯
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
は
じ

め
と
す
る
子
育
て
支
援
や
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
に
継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
財
源
を

効
果
的
か
つ
重
点
的
に
配
分
す
る
な

ど
、
健
全
財
政
に
十
分
配
慮
し
な

が
ら
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保

障
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
第
一
回
東
温
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
加
藤
市
長
が
市
政
運
営
に
対
す
る

所
信
の
一
端
と
、施
策
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。
就
任
３
年
目
と
な
り
、「
合
併
後
の
一
体
化
」と「
先

人
の
育
て
た
、
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
や
す
い
東
温
市
を
受
け
継
ぎ
、
守
り
育
て
、
さ
ら
に
良
く
し

て
次
の
世
代
に
渡
し
て
い
く
」こ
と
を
基
本
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
４
つ
の
政
策
と
、
平

成
31
年
度
施
政
方
針
、
当
初
予
算
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

合
併
後
の
一
体
化
と

次
代
へ
の
継
承

施 政 方 針１

２

３

４

T
O

O
N

 C
IT

Y

各地区で開催するタウンミーティング

健康づくりの会主催 春のウォーキング大会

市民全員が対象　総合防災訓練

中学校での認知症サポーター養成講座

商工会 産業まつり 自然と触れ合うおさんぽ会 牛渕地区のほ場整備

広報とうおん　2019.4広報とうおん　2019.43 2

特集　施政方針と当初予算



総合計画
総合戦略

　

み
ん
な
が
元
気
に
な
る

健
康
福
祉
の
ま
ち

■
こ
れ
ま
で
分
か
れ
て
い
た
保
健

や
福
祉
な
ど
の
行
政
機
能
を
集
約

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◇
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業　

  

７
億
４
，１
８
６
万
円

■
発
達
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・

児
童
生
徒
へ
の
教
育
的
・
福
祉
的

な
支
援
を
行
う
実
務
者
会
を
設
置

し
、
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

◇
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

10
億
８
，２
０
５
万
円

■
市
立
幼
稚
園
で
の
一
時
預
か
り

保
育
時
間
の
延
長
な
ど
、
子
育
て

世
代
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

◇
市
立
幼
稚
園
一
時
預
か
り
事
業

１
，
７
０
２
万
円

◇
重
信
幼
稚
園
改
修
事
業

１
億
５
１
６
万
円

　

安
定
し
た
雇
用
環
境
をつく

る

■
大
学
機
関
や
中
小
零
細
企
業
が

連
携
し
て
も
の
づ
く
り
産
業
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
創
生
を
行
う
、
と
う
お

ん
健
康
医
療
創
生
事
業
で
は
、
愛

媛
大
学
工
学
部
と
連
携
し
た
機
器

開
発
の
検
討
を
新
た
に
進
め
ま
す
。

◇
と
う
お
ん
健
康
医
療
創
生
事
業

５
９
７
万
円

■
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
は
、
地
区
協
議
会
や
事
業
説

明
会
を
順
次
開
催
し
、
２
０
２
４

年
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

田
窪
工
業
団
地
の
企
業
募
集
を
開

始
し
ま
す
。

◇
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

整
備
事
業　

  

３
，５
２
９
万
円

　

安
全
で
快
適
な

社
会
基
盤
の
ま
ち

■
避
難
路
、
通
学
路
な
ど
に
面
し

て
い
る
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

除
去
や
建
替
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

◇
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
事
業

６
０
０
万
円

■
山
間
部
の
狭
い
道
路
で
も
迅
速

な
救
急
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
新

た
に
軽
四
救
急
自
動
車
を
導
入
し

ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

し
、
大
規
模
災
害
で
孤
立
し
た
地

区
の
安
否
確
認
や
危
険
な
現
場
の

情
報
収
集
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

◇
消
防
車
輌
整
備
事
業４

７
６
万
円

◇
無
人
航
空
機
購
入
事
業１

１
４
万
円

住
み
よ
さ
を
全
国
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る

■
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
東
温
市
さ

く
ら
の
湯
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
と

東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
セ
ン

タ
ー
を
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と

し
て
活
用
し
、
交
流
人
口
の
拡
大

や
市
の
認
知
度
向
上
、
ま
た
移
住

定
住
を
促
進
し
ま
す
。

◇
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
う
お
ん　
　

　
創
生
事
業     

１
，５
５
０
万
円

■
と
う
お
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
食
に
特
化
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
さ
く
ら
の
湯
と

一
体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、東
温
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、

８
Ｋ
映
像
演
劇
上
映
会
な
ど
、
話
題

性
の
高
い
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た

元
気
産
業
の
ま
ち

■
田
窪
・
北
野
田
地
区
の
ほ
場
整

備
に
関
す
る
事
業
計
画
書
の
作
成

や
基
礎
調
査
等
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
捕
獲
事
業
補
助
金
の
拡
充

を
図
る
な
ど
、
鳥
獣
害
防
止
対
策

協
議
会
と
連
携
し
て
有
害
鳥
獣
対

策
を
進
め
ま
す
。

■
東
温
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
新

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と
大
都

市
圏
に
む
け
た
販
路
拡
大
へ
の
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

ｓ
ｅ
ｌｅ
ｃ
ｔ
」

創
出
事
業　
　

      

９
２
８
万

円
■
県
や
市
町
連
携
に
よ
る
観
光
Ｐ

Ｒ
や
物
産
展
の
開
催
、
協
定
を
締

結
し
た
自
治
体
と
の
連
携
イ
ベ
ン

ト
等
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
繋
げ
ま
す
。

出
会
い
、
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
て
い
く
希
望
が

か
な
う
ま
ち
を
つ
く
る

■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
自
主
財
源
に
よ
る
支
出

が
増
加
傾
向
で
、
今
後
の
財
源
確

保
が
課
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国

の
責
任
に
お
い
て
制
度
化
す
る
よ

う
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
内
に
３
か
所
あ
る
児
童
館
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
児
童
館
職
員

の
増
員
に
よ
る
体
制
強
化
を
図
る

こ
と
で
引
き
続
き
、
開
館
時
間
を

延
長
し
、
今
後
も
利
用
促
進
に
努

め
ま
す
。

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成

１
億
４
，８
６
６
万
円

心
豊
か
に
学
び
あ
う

文
化
創
造
の
ま
ち

■
学
校
生
活
支
援
員
を
増
員
し
、

配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
支

援
充
実
を
図
り
ま
す
。
学
校
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
な
ど
、
安
全
・
快
適
な
教

育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
重
信
中
学
校
北
校
舎
の

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

◇
重
信
中
学
校
北
校
舎
改
修
事
業

１
億
７
，１
０
５
万
円

■
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
事
業
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
「
見
学
で

き
る
収
蔵
庫
」
と
し
て
歴
史
民
俗

資
料
館
の
別
館
を
整
備
し
、
文
化

財
資
料
の
展
示
と
保
存
に
取
り
組

み
ま
す
。

◇
歴
史
民
俗
資
料
館
別
館
整
備
事

業　
　

  

２
億
２
，６
６
０
万
円

安
心
し
て
生
涯
暮
ら
せ

る
、
夢
の
持
て
る
地
域

社
会
を
つ
く
る

■
市
内
の
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に
お

い
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
、
自
主
的
な
活

動
に
取
り
組
む
地
域
組
織
や
市
民

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
と
い
っ

た
人
的
支
援
や
提
案
活
動
に
対
す

る
助
成
支
援
等
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

４
，４
１
９
万
円

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
・
自
立
の
ま
ち

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
市
民
・
職
員
の
意
識
を
改

革
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
講
演
会

や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
地
区
公
民
館
の
整
備
・
修
繕
へ

の
助
成
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
接

遇
対
応
や
業
務
改
善
な
ど
の
研
修

会
や
、
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

で
の
研
修
な
ど
、
内
容
を
拡
充
し
、

職
員
の
意
識
改
革
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
ひ
い
て
は
組
織
力
の
向
上
に
繋

が
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

１

１２

２３

３４

４５

施
策
概
要

　市政運営の最も基本となる計画
である総合計画と、重点施策とし
て位置付ける総合戦略に掲げる主
な取り組みを、各目標に沿って関
連予算とともにお伝えします。

親子連れで賑わうこども館

自然豊かな中山間地域

滑川キャンプ

特集　施政方針と当初予算

今年度実施する主な事業内容と、
関連する予算（◇）を掲載してい
ます。詳細を知りたい方は、別に
作成する「市民向け予算書」をご
覧いただけます。
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予
算
編
成

　
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
扶
助
費
を
始
め
と
す
る
社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
の
中
、
既
存
公
共
施
設
の
更
新
・
長
寿
命
化
費
用
に
つ
い
て
も
多
額
の
財
源
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々
に
充
実
し
た
市
民
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
構
築
に
配
慮
し
、
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
３・
４
％
増
の
１
５
３
億
９
，７
０
０
万
円
と
な
り
、
本
市
発
足
以

来
、
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た（
図
内（　
）
は
前
年
度
比
）。
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、
５
会
計
で

95
億
９
２
０
万
円
、企
業
会
計
予
算
は
15
億
４
，３
８
０
万
円
と
な
り
、全
会
計
予
算
総
額
は
、対
前
年
度
比
１・

８
％
増
の
２
６
４
億
５
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
切
り
離
し

て
特
定
の
事
業
ご
と
に
経
理
す
る
予
算

で
す
。
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
、
主
に
保
険
税
や
使
用
料
な
ど
、
特

定
の
収
入
で
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
市

で
は
５
つ
の
特
別
会
計
を
設
置
し
て
お

り
、
今
年
度
の
予
算
の
規
模
は
、
５
会

計
合
わ
せ
て
95
億
９
２
０
万
円
、
前
年

度
当
初
予
算
よ
り
も
２
４
０
万
円
の
増
、

率
に
し
て
０・
０
３
％
の
増
で
ほ
ぼ
横
ば

い
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
の
当
初
予
算
の
規
模
は
、

15
億
４
，３
８
０
万
円
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
農
業
集
落
排
水
事
業
統
合
に

伴
う
水
道
管
布
設
替
工
事
の
完
了
等
に

よ
り
、
３
，９
９
０
万
円
、
率
に
し
て
２・

５
％
下
回
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
歳
入
と
歳
出

　

一
般
会
計
と
は
、
高
齢
者
福
祉
や

児
童
福
祉
、
保
健
衛
生
、
道
路
整

備
、
ご
み
処
理
、
学
校
教
育
、
消
防

な
ど
に
使
う
お
金
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
平
成
31
年
度
の
予
算
は
、

１
５
３
億
９
，７
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
よ
り
も
５
億
円
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
（
図
１
）
に
つ
い
て
、
市
税

や
使
用
料
な
ど
、
財
源
の
調
達
が
自

主
的
に
で
き
る
「
自
主
財
源
」
は
、

全
体
の
39
・
１
％
に
留
ま
り
、
残
り

60
・
９
％
が
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
「
依
存
財
源
」
で
す
。
自
主
財
源

の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
全
歳
入
の

25
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
依
存

財
源
に
は
、
主
に
地
方
交
付
税
や
市

債
、
国
県
支
出
金
が
あ
り
ま
す
。
地

方
交
付
税
は
、
全
国
ど
の
市
町
村
に

住
ん
で
も
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
で
41
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
の
借
金
で
あ
る
市
債

は
、
全
体
の
10
・
４
％
を
占
め
る

16
億
80
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
（
図
２
）
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
関
係

費
、
教
育
施
設
の
空
調
設
備
の
設
置

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
、
ま
た
老
朽

化
が
進
む
公
共
施
設
の
更
新
経
費
な

ど
、
多
額
の
財
源
が
必
要
で
す
。
性

質
別
で
は
、
低
所
得
者
・
子
育
て
世

帯
向
け
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
に
よ
り
補
助
費
等
が
11
・
４
％
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

や
歴
史
民
俗
資
料
館
別
館
整
備
事
業

等
に
よ
り
投
資
的
経
費
は
11
・
０
％
、

新
規
施
設
備
品
の
整
備
等
に
よ
り
物

件
費
が
18
・
９
％
と
、
い
ず
れ
も
昨

年
度
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
ツ
イ

ン
ド
ー
ム
重
信
や
川
内
運
動
場
の
整

備
に
充
て
て
い
た
借
入
金
の
返
済
を

終
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
債
費
は

昨
年
度
か
ら
４・
０
％
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

目
的
別
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費

の
増
大
に
伴
い
、
民
生
費
が
全
体
の

38
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い

で
、
ご
み
処
理
や
環
境
保
全
、
病
気

の
予
防
な
ど
の
衛
生
費
が
13
・
２
％
、

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
教
育
費
が
11
・

４
％
、
市
が
借
り
て
い
る
お
金
を
返

済
す
る
公
債
費
が
10
・
３
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

予算
図１図２

歳　入

地方交付税 26.7％
41億円

（1.7％増）

市税 25.5％
39億1,500万円

（1.9％増）

市債 10.4％
16億80万円

（43.9％増）

国庫支出金
10.8％

16億7,446万円
（4.7％減）

県支出金 7.2％
11億246万円
（2.6％増）

繰入金 6.1％
9億4,281万円
（19.7％減）

地方消費税交付金 4.3％
6億6,600万円
（1.7％増）

その他 9.0％
13億9,547万円
（11.6％増）

目的別
歳出

民生費 38.2％
58億8,021万円

（3.8％増）

総務費 9.0％
13億8,242万円

（7.0％減）

公債費 10.3％
15億8,672万円

（4.0％減）

教育費 11.4％
17億5,089万円

（2.1％減）

土木費 7.4％
11億3,996万円
（18.2％減）

衛生費 13.2％
20億3,607万円
（61.1％増）

農林水産業費 4.1％
6億4,213万円

（4.2％減）

消防費 3.9％
5億9,898万円

（3.3％増）

その他 2.5％
3億7,962万円
（3.6％減）

人件費 17.0％
26億2,413万円

（0.6％減）

扶助費 17.1％
26億3,837万円

（0.2％増）

公債費
10.4％

15億8,671万円
（4.0％減）

物件費 18.9％
29億1,210万円

（3.5％増）
繰出金
10.6％

16億2,741万円
（3.1％増）

補助費等
11.4％

17億5,812万円
（17.3％増）

投資的経費
11.0％

16億8,839万円
（9.6％増）

その他 3.6％
5億6,177万円（4.5％増）

性質別
歳出

31年度予算の規模

会　計　名 予算額 前年度比
増減率(%)

一 般 会 計 153億9,700万円 3.4

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 35億4,000万円 △3.2

後期高齢者医療 4億1,480万円 0.6

介 護 保 険 40億5,260万円 1.4

農 業 集 落 排 水 2億5,290万円 24.0

公 共 下 水 道 12億4,890万円 0.8

水 道 事 業 会 計 15億4,380万円 △2.5

合 　 　 　 　 計 264億5,000万円 1.8
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特集　施政方針と当初予算
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